
※ 給料、職員手当、共済費等各局で要求しないものは除く

取組内容
市民交流広場及び新たな市民用立体駐車場の整備とあわせ、堺保健センターを堺区役所
（本庁舎）と同じ敷地内に移転させることにより、区民の利便性の向上を図る。

○ 堺保健センター庁舎整備事業 18.2 百万円

（債務負担1,901百万円）

◎ （仮称）子どもの発達を知ろう ～子どもをハグくむ講座～ 0.5 百万円

取組内容

近年、子どもの言葉の表出や発達に不安を持つ保護者が増えている。また、核家族化等
により子育てを自然に学ぶ機会も減っている。これらの状況をふまえ、子どもの発達や
関わり方について学ぶ講座等を実施することで、保護者が安心して子育ての見通しがも
てるように支援する。

○ 堺区安全安心まちづくり推進協議会活動事業 3.6 百万円

取組内容
警察、事業者、区民、地域団体等との協働により、地域に密着した安全を確保する事業
を展開し、区民が安全に安心して暮らせる地域社会の実現に寄与する。
今年度は、新たに学校園や事業所を対象とした防犯講演会を実施する。

取組内容 大道筋北エリア歩道の安全性や景観の改善、大道筋全体の回遊性の向上及び賑わいの創
出に繋げるため、大道筋北エリア歩道及び自転車通行環境整備に係る詳細設計等を実施
する。

取組内容
子ども食堂や学習支援などの「子どもの居場所」について、「支援を必要とする子ども
を誘引するための連携体制の充実」や「地域・民間企業・NPO法人・大学のノウハウを活
かした人的・物的支援体制の強化及び効率化を進めるための調査」等を行うとともに、
効果検証方法の検討を行う。

○ 大道筋北エリア歩道整備事業等（区民評議会関連事業） 12.9 百万円

百万円◎ 「子どもの居場所」支援事業（区教育健全育成会議関連事業）

○ 区域まちづくり事業（堺区） 152.7 百万円

2.2 ％）

【※　◎は新規事業、○は拡充事業】

要求額

区域の課題解決に向けた施策及び事業等について調査審議を行う区民評議会を運営す
る。さらに、区民評議会における議論の実効性を一層高め、区域の課題解決や特色に応
じたまちづくりを推進するため、区民評議会自らが実施する調査や意見交換会などへの
支援を行う。

局・区名 堺区役所 要求総額 985 百万円

（対前年度予算 ＋

○ 区民評議会事業 4.9 百万円

取組内容

1.0

◎ 防犯カメラ設置推進 0.7 百万円

取組内容 市内地域で発生する犯罪や事故の防止を目的として、市内中学校に防犯カメラを設置
し、当該地域の安全性を高め、地域全体の防犯意識向上の醸成につなげることで、安全
安心なまちの実現をめざす。

重点的に取り組むもの 

 堺区では「市民自治の拠点」である区役所機能の充実、協働のまちづくりを推進するため、区民評議会の

役割・機能を一層拡充するとともに、区民評議会や区教育・健全育成会議から提言のあった「大道筋周辺地

域の活性化」や「子どもの居場所づくり」をはじめとした区域の課題解決に資する事業や特色を活かしたまち

づくり、安全で犯罪のないまちづくりについて、区民や事業所等との協働のもと重点的に取り組みます。 
 また、「地域の総合行政サービス拠点」としての機能を強化し、さらなる市民サービス・利便性の向上を図
るため、保健センターの庁舎整備を進めてまいります。 

平成30年度 当初予算要求の概要 

局区予算要求方針 

１ 区民評議会の役割・機能の一層の拡充 

２ 区域の課題解決や特色をいかした魅力あるまちづくりの推進  

４ 市民の満足につながる行政サービスの向上  

３ 安全で犯罪のないまちづくりの推進 



効果額

○ 交通事故相談事業 1.4 百万円

取組内容
交通事故相談に係る相談員体制について、相談件数の推移をふまえ最適な体制への見直
しを行うことによりコストを縮減するもの

取組内容
区役所窓口の自動発券機について、総務局と連携して広告機能付自動発券機を活用する
ことで機器賃借料の削減を行うとともに、自動発券機の設置個所を拡充することにより
市民サービスの向上及び窓口業務の効率化を行うもの。

○ 広告機能付自動発券機の活用 1.0 百万円

（総務局効果額含む。）

行財政改革の項目 

１ 事務事業の見直し  

２ 歳入歳出の見直し  


